
姉30)や 素 点 市 民 だ よ り 唱和19年 7Jl15E]昭和..隼71115困

市民のうごe
(1 A 1固aω

酬注

入口 246 ， ~1 人( 712) 

男"・'"(訓 》
食"・t1t (1m 

q 
りよだ民市良ヨ優第3000

...，，， .........・ E

豪 rfE2・sr.3a l
H民幽122tttttL2221TT11

E 2・2・竺E3フコ?"|
章・:352Ltニ i 
L-mve山三"出

。)

手
を
つ
な
ぎ
築
こ

う
非
行
の
な
い
社
会
社
会
を
明
る
く
す
る
逮
動
〈
7
月
1
H
t
mH
V

181) 76，59崎〈

活

想
の
清
掃
工
場
完
備
J¥ 

大
型
ゴ
ミ
処
理
に
威
力
加
え
る

7ZEE-の
E

5
1
i
+
1
 

1
f
z
t
z
 

鯛・w.‘auah
闘

M
・齢別
七

』

B
i
z
-

q
 

事

怪ー・2監

待
望
の
破
砕
機
遂
に
完
成

-

1
 
1
 
・t
し

F

・
s-て
も

'
E

eノ銘 300 -" -" 

zz
 

i轟tEZ
 

&
-
E
E
守
る

-
j
h
↑

ι孟
q

て
きss 

量
し
て
‘

.唱司で

-eる
よ

'
H
h
h
 

化、

ζ

，--
t
E
 

Vi--e‘
企

の

iが
グヱン肉"完成した清得工・の・t:iO，..n:

鎗鴎ポ，.;，.~"す.回市.

置
聖
書

z
z

zzhg134 

主

S
1
5
1

1
=
i‘
t
 

E
f
f
i
-

-
E
-
i
t
 

i
i
i
z
 

‘
与
え
て
も
・
を
S
-
9

i

i

i

 

モ

E
f
t
-た

，
bdq
，
、
，
に
・
二
十

Rhnm-R

j
i
l
 

l-ELSEE 

S
ベ

E食
・

ニの

f
E
Eが
E

写

会

五

ら

れ

た

72

e押
す
と

:
z
J
u

eEE車一』
15

2
2
4
1
1
 

i
tを
S
E

s
a
-
-九

日
。
ト
を
aTく

t
2
γJEl 

タ
イ
ヤ
も
瞬
間
ズ
タ
ズ
タ

i
i
 

F
1
1
E
 

s
t
-
fat 

i
-
-
i
 

l
i
i
i
 

i
z
-
-思

体

E竺
自
↑
一

t
警
の

d
1
2一一E

l
i
-
-
7
 

i竺一宅
ZEE-主
低

空
白
に
a
入

ft'

就
任
ご
あ
い
さ
つ

4
2
1
i
4
 

2
E
Z長
Z術

i
!
?
 

wEET-Eた

'ESE員
Lて

i
i
i
 

d
M
句
，す
・
I
Z
E
m
-

-
t
;
E
 

iー
i
・

1
L
3
2に句

ηagfZが
s

e司

d
命
令
人
“
.
加
の
一

-e

j
i
 

-
-
2
1
 

I見i

a長
利i
l
 

zz:L12〈
i
!
 

お

9agす・L
E
i
S
E
 

S
a
-
-
Eの

・
き
ん
の

d-m降
、
安
守

-
舎
に

'etη't
-使

-u

白
-一里、

af--

5
・i
・
1
a

i
i
!
 

a
'ー:
;

i
i
i
 

tf'Etza 

zzeZEZ 
~I 

〆ペ
&
τ
l
伝
よ

て
白
筒
、
」
宮

t
a

i
-
-

j

2

2

 

7
1
i
B
 

i
z
j
 

?

?

J

 

守

lE司
聖
品

tt

72i
il
 

E
に時

t
可

22

3
l
a
E
Pへ

t
M
E
L
t
i
 

Z
1
2
2
;
4
 

1
t
f切断
さ
れ

E
j
e
t
s
-

s
i
s
-

草
さ
れ
た
陵

f
z量

T
i
-

この

E
叫

T
の
置
か

s
f
n
B
E
n
 

-
i
t
tそ

れ
ら
が

;
iに
7

1
2
1
E
S
e
 E

f
f
a
-
-f
li
f
i
 

;
1
j
i
t
t
-
E
 

n
i
t
t
i
-
-里酬

の

e
t
a
z
--E4
1
8
2

守
主

-2
8
f
i‘

2
2
f
 
La‘凪
賓
の
-a
a
，e還
"

し

2
1-MEt

zfEtE
‘. 

2
1
F
S告

書
る
一
主

E

Eに
-

i
l
l・

i
s
i
 

じ
た

E
i
f
s

-EEJ蓄
E

Z
A
f
f
2
i
 

z
j
i
 

f
--21214 

4
!
i
i
 

za‘え
at
e-

鉄
く
ず
は
|

再
生
活
用
へ

一…

i
j
 

i
l
t
i
 

E"で
ELて‘
手
そ

s
u
i
-て
E

11btE=; 

す
・え
ど
の

E
の

E
t

i
i
zて

型

aftk
・54

aSET-;E 

itastE 

2専に圃
134
・二副・
2
2の
Z
E

--字

i
f

一

f
E
i
s

-
-
十
九
飼
の
+
孟
.
で

-z
a2
・-
一
遍
L
t
p
z

!

!

i

 

2
4
3
i
 

議長
加
藤
氏

f
i
f
i
 

!
1
i
 

-
E
S
!
!
 

t
t映
Z
2

1
!
i
 

i
iし
?

?
P
I
T
 

a

す
・

:
1
2
1
 

1が
一

E
L
E
-

-
8
1
 

2
i
F
P
E
 

Eし
て

1
:した
t

E
z
t訴
し
も
8
震

と

P
E
1
2
2

ご期・
1
-

え
る

ι
F

・tu

Z
I
g
-

竜
品
川
品
宣
言

S
AT
 

i
i
 

F
4
4
i
 

tahLtt= 

!
:
 

ttl 

副普段
吉
田
氏

加
歯
鳳
刺
和
氏

i
・2
2
5

i
z
i扇

町

2
雪

E
E
-

-‘
2
1
i
 

z

j

 

j
i
 

--RZ+i
m
 

--
弓

Ezra-、

-i
E
e--n 

一

l
i
t
i

-
-
房
副
腎
川
剛
町

山

吉
国
英
夫
氏

刷川闘嗣四.......・m 輔 (I()"'，. 

1
3
i
-

E十

j
a
i
l
 

j

z

 

E

j

 

i

i

i

 

句

1
1
t

i
i
i
E
 
酎・叩酬

ヲ吃

書



昭 和 49年7月15日 秦 長 手 JE だ よ り 第300 号 (2)

言 蔓 雪雲裏芸等芸≡墓 室蔓描 榊 T: 査 毒 筆 : 呈 蓋 .ltM 袖 珍 ) +++千 4.貞男 三Jd

､け△毒筆■十十■ -:-=毒萱墨壷墨壷喜

撹也の寡鞘 空 重 悪 妻 重 量 董 裏芸等 毒 董 酢l 洗 辛 豊 玉 宣 謀 三 喜 誓嵩 等 夏雲鳥 相 一■l⊥ ◆- ●萱 ‖ り カ に円▲*L JLtl 重 言 : 喜真筆警 酎 ≡穣 童■基 言蔓警筆書葦至言

宏 革 ■丈損以ぺ1Wf1ーら 万にR.RflL ー;'ろ 功 広■十 し ■Lて れ兼 も L租 と て 仕 て-JかPつそ に ら 土星A毛■千賢■i■蛮蛋

+ド一l■芸i■ 蔓等学芸葦喜十 t ■に Jl1X言 空 要 言サ ご lIJづi さ き ふし* l L 育三 三三L.さ雪景を喜 寿 ち 芸 考案岩 垂 甘 … 三雲喜妻 沼 吉蓋害 毒 等若き至 空 … 去 … き 苗 と 書 芸 肖 罷■E 村 〈

r r jL景 墨 堅 塁 票墓 碑lケ= P

FL 酌 量酬 室 董董≡妄 言 喜 ㌧ 消 毒 等 … 妻 皇蓋章票 重 要雛 職 字ZL発hL 薫董毒 墓室 蔓rtp̂の L実 *よ耽 -昌歪胡lJどす+賢 女妄墓室書の 事

事実書菱 薫き董書;禁裏宴 学 童 吾妻妻義勇 一芸. … . 託…文書 量言 富 3 警 よ…垂で … 云 …

墓考'言8.等 …よ 等 tx; 七 gl こL 至 芸-.l葺

紺 硯 …葦喜+ + + ▲巾 t B.;萱 垂 … 曇

(" 第S∞号

部
万
人
口
控
え
機
構
改
革

六
月
定
例
市
議
会
お
わ
る

り

i
r
i
t
 

2
4九日量聖司
士
一

日
同

Et--z一

i

i

 

S
2
2左手四
E

i
!
 

;て

E
4
i

f
s
gし

i
:
!事

還
し
玉
川
三

EEしま
し

た可

i
t
i
t
 

i
j
s
 

i
i
t
-
-

E
i
-
-

j
i
s
 

;
i
r
 

-
-
事

t
i

ffR;E量

酸
益
保
術
開
先
.
庁
舎
屠
凶m

g在
霊
長
官
民
生

2
1
i
 

り
ま
し
た
i

とめま

i
i

Eか
る
た
め
条
例

主

;

i
z
-
-に

f
i
i
 

門
か
ら
幸

EELE

に

f
t
i
t

i
-
-
j
 

h

リ
金
し
た
。

よ

ー
は

i
z
議
会
提
出
の
案
件

だ

-
吊
径
要
員
金

倭
員
i
!
 

i
i
 

tui官
は
費
負

;
i
;順一

=
1

一言

問
・

am
断島原
】
肉

vaR
問
昭
二

企

一

⑧
市

一
鍛

.
の
眼
健
の
船
下

z

a闘
奥
伝
制
量
，
.
百
億
u
w
一

闘
す
ゐ
条
例
・
の

一
-
-
改
正
③

m-
鈴
本
=
・
聞
大
量
四
畿
則
-

一

市
制
限
条
例
の
一
傍
改
正
③
固
十

録
向
調
唄
闘
合
一

市

命
財

一

ヘ
年
度

-
・
会弘
前
緬
正
予
徳

島町
一

谷
囲
約
大
修

旬開
続
利

一

《
化
千
七
2
日
十
万
門
泡
加
-
菌

加

一

時
拠
叡
置
宙
.
，
m
の
鑑
姐
R
S
賓
と
--

E注
柄
本
通
】
@
厳
本
家

弐

A
一

方
俊

eaき@
悶
十
八
匁
度

西
側
，
a，
.
偶
然
健
一
一一
九
今
側

一

下
水
道
事
象
賓
特
別
会
針
・
E

五
一

扇
町
"
決
闘
守
均

一

予
算
孟
方
慣
の
夜
き
⑧
閉

畿
弁

-
Z
肉
誌
が
あ
き

f

一

十
八
年
度
大
宮
土
亀
区
両
銀
理

何
馬
揺
ニ
館

φ
総
接
相

一

--m絡網
金
約
通
正
‘
第
ハ
・

2
ea胃
彬
生
M
@
西
岡
憲

傘

ム

一

方
債
の
変
更
》

章一

T
E
S
E
i
-
-

:

:

岡

崎

列

車

;
i
t
--

E
i
E
T
i
z
i
 

i
f草
壁

AE

z
i
l
-
-i
;
i
 

j
E
E
l
i

z-

-卯
尖
育
園
莞
美
花
弁
除
隊

一

迫
釦
と
鎗
方
債
の
変
更

v'厳

庚
弱
曽
↑
小
型
連
関
ts
袋

一

離
町
決

一

j
i
-
-z
z
p
i

• 

【
回
東
】

百S

iit'TS 

E
t-
-
i
 

E長司祭昭和"年7月"日

奇
泊伏
i

s
--

E
2
・
可
決
i
i
iに
;
i
 

寄
決E
P
T
f関

す

る

き

一

z
i

可
決i
E
t
i
 

-
-i
i
 

j

i

 

決

i
i
i
 

i
 

マ
書

弔

Eめ
喜

T
g

i
iげに闘
す

i

i

 

i
i
i
 

号機zj

i

 

g
-
Z
L
E
 

g

i
--

E
E
 
i
i
l
 

里
可
決

i
l
i
--

改
定
M
庫
総
可
換

-

j

i
f
 

-

-

vt
a
z
t
i
 

-
Z聖
盟

小

大

j

p

 

i
i
!
 

E
E
8
2
2
 

霊ヱ

TEr--

EZ 
i

i
一

E
理zfi
E次

郎
冨
偵
を
漢
荏

門
間
報
告

】E
z
j
 

品
集
盆
可
侵
趨
隊
約
実
源
切
針

s
r
i
 

-
E
1
2
 

i
j
 

i
i
 

闘

"'v鉱
弐
A傘蟹社怠，，陶
a鈍
市
柵

a鍵買公

書

i↑録署録署笥
良
品
市
量
公
主
批
量
霊
誕

門
決

櫨

帽
】
zt
j
i
 

t--iTE可決

内
定
見
・冒
】

z!

i関す
る

怠
見

.HE業可
決
i
誌
の

Eに

ご

て

の

!

【
陳
情
】
zzzkiF 

闘

1
1
1

E
p
i
-

-
樋

i

ZERZ品
i

z

j
品

童

E
1
2
2

6
 i
iが・
豊

富

防

止
に
開

Z
!
1

「
市

民

だ

よ

り
」

三

百
且
守
を
迎
え
て

紙市
i耐民
国企 畠

主繭 加
をの
活

『
宮

市
民

f
mLgら

れ
て
〈

E
宇

13に

i
z
c
;
 

i型
の

あ

る

?

の

う

tEけで
も
な

LE古

風
で
あ
る

な
ぜ
布
告
よ
り
L

量

む

き

な

ZETaE

LZζtその
蝿
幽
の
一

つ
で
あ

fが

T
、
う
て

も
見
で
衡
か
ね
ば
似
る
よ
'
な

i
l
i
 

.
概
さ
れ
て
ー、
る
か
ら
に
ち
が
‘
々

、
E
B
E
Z
K

LE事
Lttヒて

よ
も
で
あ
ろ
う
Lt鏡
、
で

ERえ

i
t
i
 

Ett主
Eし
z

t
a
a
z
i
 

iiEZLで

i
i
iた

た

SLE
z
f
E

SJ陣し
L
も
の
で

f‘

そ
の
た
め
に
は

「
市
民
か
ら
L

tzitEのp

t
i
je
 

t?itEE 

i
f
z
z
i
 

に

里

占

て

tえ
れ
ば
吾

?
:
t
iた

も
の
に

ZE員
tで
あ

る・

z
p
l壁
書

す

る

の

も

t
E
f
tを

1
p
i
 

i‘
一
家

t
T
Z

'EE聖聞
か
れ

E

2
2
J隠
し
に!
i
 

i
i
sして
す

EZEK遣し
た

02さ
【

m
a・
】

i
i
i
z
 

侃
ワ
負
包
を
策
止
寸
る
条
例
制
定

員

Z
E
ta

-
i宮

き

i
t
-

-RU'e 

自

v
六
傘
小
学
絞
民
n
J
J
ピ
1
*
1

AE
p
i
-
-

E
i
i
Z
 

E
A
i
i
 

b

込
書
置
e
u
n
民

健
依

開
va俳
画
開
有
者
循
&
e
y
'

i
i
i
 

tE222闘す

る

Z
;
?「
E

i
z
E
i
 

早
2
3手
2
・

i
i
 

vj
z
z
i
1
 

ら
に
市
民
に
麗
し
誓
れ
る

最

終

T2tτJZA 

年る

t
品

EL(訟

1
221
3
 

畏

“

旗
》

脚
愁
そ
そ
る

J
}
ど
も
版
』

書
道
井
賞
夫

て

t
こ

gで
一
二
耳

S

E
A
-
i
Ee
 

一
人

tEEち
両
院に

た
え
念
I

勺
-
2
2〈
寸
町
凶
民
だ

よ
り

L語
ZTEt

・

2
1
4プ
伎
と
し
て

、

わ
ゆ
る
t
プ
'
'
'

'
レ
}
令

・
νと
し
て
の

EER-

i
i
i
i
 

t
i
-
-て

は
マ
只

j
d7
4
7
の
土
か
ら

も

fh苦
-iLえよ

う

i

i

 

山
町
b
hシ
江
氏
陣
か
一
人
》

'
一

様
闘
方
儀
氏
M
M
金
主
開
竃
酸
費

5
11
E一
保
有
托
費

z

i

f

i

iの

i
i
j一
員

置

に
関

1
2
・

副
書
(
鎌
田
糧
自
ー、
の
%
と
〈

一

ハ
荷
酬
'M
夜
良
民

R商
工
a
，

t
i
i
-i
i
Ev
 

i
s
-
-高
i
t
E

要
員
会
U

刊誌

ホI
縫
製

一
マ
近
依
奈
良
原
定
制
ス
停
留
所

Z
E
i
i
-1
公

5
1

2
2
11
1る
g
ar

!
i
z
:
i
i
s
 

i

j

i

i
i
 

飴

w
u
k

v命
線
供

一

会
付
健

機
銀

l
i
d
--t
t
i
 

i
l
i
l
 

i

-

-s
i
i一

!

i

i

i

i

 

!

?

一一

i
i
i

人

v
i
-
-i
r
r
E

僚
依

一

ト
J

ハ
人

νRa-mw他者
負
金

i

i

i

i

 

j
a
l
--幸俊
樹

i
f
i
iる

i
i《E
l
i
z--

i閑
人

MAi

l氏
霊

童

;
i

i

 

i
i
i
 

ι' 

YE
E
'百
一
下

一人
》

AaEti
‘
 

E
盆i
f
i
 

z
z
-
i
 

i走
者
自
胞

を

ZHA--
a

w厚
e萎
E
Z符
託

i

i

 

i
t
i
 

t
i
 

代

E
R
E
-
E

z
i
i
 

i庇

i

i

 

d
，

;
ifし

て
圃
僚
機
内
ひ
4
う
J
n
令
》
さ
れ
て

も
る
こ
と
は
自
の

ZEる

?

の

f
i
f

ら

Eに
す

五

主

化

品

1
:
i
E
z
 

b
k
l勺Ef
q
毛

え

て

A
る

と

広

EZつ喜
が

そ

2品
22長
tな

SEET?』
E

s--の奥
ak-

-
ま
ず
の

am.を併今
で
白
T
e
率
低

を
と

z
i
-

-
2の
a
i

r
t
a
i
i
 

Z
が

苧

tに
は
予

iの

聖

fE2202

1
1
i
f
 

hLTその
希
望
主

夫
大
人
に
も
灘

t
fる

i
t
z
t
t
 

酌
で
あ
る
・

22Tt

-
，
，
》
シ
ョ
，
I
J
ス
叫
失
な
わ
れ

ー
に

3
・2
f

Zし
izze今
後

h
f
i
i
L
 

L
・
(
磁
石
町
内
良
債

ω
a
a
u

， 
そ
ん
亀
山
忌
た
ち
に

un
一一
闘
運

ば
れ
て

i
E
i

;
1みに
な
り
一

回

E
R
E
-
-

E
i防注
射
が
わ
か
る

め
は
本
当
に
有
贈
L
』
と
で
あ

る

が

aEAE--

勺
里
町
の
紹
介
在
姻
し
て
白

tEftる町
の
館

内
az
た
明
る
、
均
株
え
ま

LL

:ース

T72省、
て

も
ら
句
て
は

ifi隠

さ
れ
た
・

5
面

12

j
f
z
 

徐
々

に

喜
す

E
-
t主

?
ら
町
さ

5
2品

t
れ
る

m
s
tに

Eeで

ZLだ
fか
e

tて市
Eifz

i
tもの
に
響
じ
ら
れ
る

i
i
f
H
f
 

か
量

三
宵

ZEtt

市
民
三
よ
り

a
今
峰
・
す
ま
す

1
2
2
?
 

f
i
z
z
 

i
f
t毒

"
・
属
》

ほ
し
い
ま
ち

の
ニ
2 

ス

訟
倉.. 
予

1
i
;、じ
り
が

E主
に

車

品

2
2

t=34fJ 

EE人
l
a
t
i

L
主

あ

き

延

長

が

完

成
し

Z2222

‘
う
す
吻
か
，
Z
の
専
属
の
町
V
L

azFteEZ 

EZζtti干

の苦

t
主
主

EL

EZhEE絞め
鴎

を

こ
こ
は
ど
鍵
さ
ん
へ

の
道

企
豪
貧
の
.
の
管
内
心
を
ー、，

A-zaxwつが
れ
て
1
品

ilk-

i
z
a
-
-



z
i
!
?
L
J
Z
に
p
i
l
l

i

-

-

z

i

i
ぇ

f

i

z

z
-
-
B
一
王
T
9
2
i
i

微動綱に
るたります・

i

;
i
U

B

i

-

i

 

i

i

E

?

i

i

i

 

i

i

j

i

g

-
悶

i

f

f
T里
i
t
f
t
r
ぺ
て
の
も
の
が
富
喜

界に向J21ZAKZでした

g
A
Z
A
品
、
f
t
A
1
2圏
在
日

で
もも
の
で
f
聖
i
の
行
E
f
t
-
i

i

i
k
-
ん
な
R
E
I
t
-
-
i
の

2
u
i
8
1
i
:
・

j

i

i

i

i

j

舗の

!
?
1
1
E
i
へ
Z
A
i

-
-
4
1
-
2
1
1
5
?
 

i

i

1

i

i

J

の

i

i

i

i

h

--
i
z
i
 

舎
害
値
え
そ
3
『
躍
の
E
E
る
E
2
2
5

む
寄
与

L住民に甥しttEE策して'ZEだ
j

i

l

t

i

!

1

Lる

とー、える
でし司会，

i
!
、
E
T
i
-
-
i

寸由民ttfa高品りZにその使苦
手
士大

;
i
t
i
e
-
-

i
i
 

園
都
法
と
と
も
に
生
ま
れ
る

開 fー 「

t fzf211 
7 1 f孝君主主
:4Z1S18 
2!11ii i 

iii!;! 
?ii if 
t z宍E区

HQMは
z
t
i
t

i
i
:
E
量

F
4し
」

h
E
Z
一

鬼に日
本のd'ep
，シl化を

2レ
i
t
L
I
L
t

-

i

 

国軍?blip
Lhp 

!?shト

B*のうつりかわリ
凶 創刊当初崎町で縄

問問今9月~刷'l'11l) 【判

酬迎ら~UHで 制抑制"

戸、開3月〉 【τ'"蜘ら現
自宅問【…月九

一

lIJt%li'l. 

e偏向園隊文化観た‘
市建綬

士

一十
五
年

2
2目
固

1

2婦
に

E
f

taしたが吻て
『宮町騰によ

i
e
S
E
僚
に
関

i
1
L
A
で
E
さ

れ里九月一子22役

警めざし

i
自
主

君宅盟て、
1
・5

74句八ペ
ージのE

は

:
2存
型
車

E

I

Sの
4
S

車
、
て
す
べ
て
i

E
f
-
-ます
i
i
 

i

i

i

 

'
I
R
i
一
館
長

著書左官てこれを

朝
ー
な
ど
員
E
5

1
4
3
を
し
た
よ

;

i

i

 

自

治

会

E
i
A
『苦から
m

l
i
E
9
5
し

てゆきたもと号、与

注目ZA観しんで預

けるか富
の量EU-

-
:
ー
そ
の
E
ま

が峰L24

財
政
窮
乏
の

波
を
か
ぶ
る

)のようにLて凋泊まれた

寸
E
f
t
は
場
-
5

2
lZ憾の型
一一Y
ら

さ

73建てとなりT

Z十ニeS一子九幸一

旦
主
主
品
t
zづ

き虫したi
S
1
i
 

E
3
2
z
i
‘
 

;
?
"
は
!

t
s
a
k
こ

れで今
後u
Z石
川
弘

一
閥

幹

Z
、主
E」
&
1

1
著
書
が

1
B

A
l
-
-づ

更

-B

十一Zの聞にわず

か岡与しか罪22ん

でした
・ひど
ー、"には写一
一一回

t
A
I
91
・

i
i
t
:
 

た
と
品
E
s
s
t

i
f
f
-

:

E

t

i

 

E
i
F
t
 

i
L
5
7
i
 

E
E
E
L
さ
つ
に
t

f
g
-
i
f
 

全国コンクールで'努力貧

制で附7仲間。忠一四・bνター吋融市市町よりj 111¥1晴晴
山ら...四時 となり ニ剛山町 叫

帽 入山ぬまU"-'f ~附与度目掴ョ
ンター哨 d帽で肘賞に入賞 金也埼拙酬川
紙刊で@νペル哨さ持して，-11" 

!
:z 

i

i
i

と

L
て
強
ま
す
し
号

規
制
人

T
割以
来言
。

t
-S
E
T
z
 

f
t
告
官
若
君
主

2
a
a
に限切包ん
Ef

;
5
1
2主

E

i

i
E
 

4一天
皇
一人がお

仁
当
ヲ
て
i
も

aT

?
?
i
E
 

1
ク

aら

apプ開
4
F
P
曹
三
ー

シRtb〈3Eし免

i
i
Ei
 

制
等
一

R
v
a
tり
9
プ
帽
イピ
V
個

7
3
i
E大綱と
な

り

f
i

して
き

att
・i
i自
l

長

てとなぞ=すが量に

応己て縛ペtベJ
を行な
L
市

t
z
z
t
で
2
6

btや
す〈Eの
みなさ

ん
E
i
i
z

-
-
ど
を
f
i

Lて、，
，
品川

a
i
m
d

Eに
B
1
l印腐の置

4

i

i

i

 

Tして衡さんに
aLんで
も

らうi置に
王
Eらし

て札ま
す・

1費

" 
< 

、，
a • a 
1
1
5
 

2la金
支

bee
i
!l
 

T
4
0旨

Ja'eb

S

F

 

害

4-a
 

d
界

-
t
d
'

もわぱ官官高は里の

監
に
き
t
s
J
Z蛮

十-ZEE-一zt

t

i
減量定され

A
z
i
g
-
i
 

i
t
i
i
 

E
E
E
l
-
i
 

t
です
tiiし主た!中t:i
広

t1もt『i
E
!k 

り2」
Eii!発告T“史ヘ
ず第究八
+ニ一tは市車畏名号で

『2
は
E
一
+主玄目2の一ニ
-

耳行童俺聖に量様E.'L 

zがEき
iれ町員刷Tも品録置色

に量喰宮冶こ』主にはtじめ号て2

i霊
fし主佐iiが量定

占，zqatLt
IL‘，わ坤け"で
寸
&そてhれれ

傘

4iでZの;『謂E甫直l民告titi」
u皆発罪針

日目が2不主定量刻Tとt、Iう2tZ危

〈
t
z
t置
はぜ

ず
+
2
1
i
a

z
他でELてーしたe

週
腫
か
ら

z
--

安
住
へ

l
一
刷
帥

i
z
z
f君

主

主

T
R
E

EE:ーました司

l
a
i
t
化

がそれEEらずE帳

堅調

F
T
B一一
+E

2
1
E
a
-
-

i
n
V
E
S
 

-
-
へ
と
量
の

E
3
3
k
z
t
 

i
と
し
て
!
す

;
5
2
h
21
 

j
j
j
ij
 

前
み
や
す
く

わ
か
り
よ
い

t
z
時
E
L
bt

すJ
の『市
5
1
L鍾

平

t
:
t
i

i
i
A
毛
布

起草土つ一つの主

失その時ごとに自のT

んEFわたラてお伝え

し
i

i

s

--〈tもに皆きん

に
布
2
2
2
2
?

i
た
f
i
i
で

そ
の
!
;

"と同じよ
A

にa命“
集"を

t
t
f
f
ん
で

i
?
?
i
量

増

E
S
I
i
，

1・しかしZZ量に

2
2
1
1
E
 

h
i
z
i
--語

路市融昼a
leh関白位、
hM

i

i

i

 

実
釘
別
式
。
‘
ー
陵

Aやす〈
わ

しており4

「

E
f
t
円
直と

E
f
z
:
7
2
L
 

・11
Z
置
か
め市

f
i
l
m
 

a
r
S
T
E
t
t
 

d
t
、z
q
E
M

t
i
t
i網

干
雪

Z
宅

LZ

『Efzは月
一一回

2
十
五

E
鳳
刊
行
金

E
tE
T

:

 

て
ど
う
か
ご
E
-
2

2雪
量を
どしどし主

紙
面
編
集
へ



Ir■
''■●
LL･･-ttL′■,ll一･.

ハ
L
Ill_
･L.'′ヽ
■I
_●

'一.

1l†､

○■T｢′ヽ
Tf

′l
■■-′I
t

h

~.
+ハ
IIL

;.
1′
､,
■●一■●'
･,.▲
･
L■
.
:･ノ_A__.E
i
tヽ
II
.
]･rI/
･･-

∴

-;i
.E
‥;
r7.日1.]
:;∵
｣
∴
jJ.:∵
(.:..:::[
;.
I.=
T;
."

■

t一▼l
'-1ヽ
J
J'トL+-
こ
rrr
.
▲'′
･ヽ.-
I._I-.1▲.
■J
ZJ

今

､

ま
た

花

開
く
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス

世
界
の
三
古
都
と
姉
妹
友
好
深
め
る

pさ
き
.4'は♯しそがし
っかんで.,ただ-のはむすか
El分のlにtLてつくりた.
･KL･.人です.■什甲か事になる

pAJころtJRゥかとうuさ
し
し/U臥
しtす.モ九t,
な
そしてここへ
そ¢y.ヰ二十
花や嘆か+も上うに~す
(

チ.▼年代兼のrtなさんか
iJカJ･
つ事もししてそれ.A
X万化との人_が住んでした
にそのtEEとし･̂ものカ<

中央im且iEガしてメ*ち
らやaiをうか止
ってpCらうと
わけです.

んだ上.その一書▲-a

な
ってJモ
J責
t-りご瞳
..クことにLJML上,.tY

tと..nのは書r.ところ
へ
千二百一ハ十年と.YC<ろん

▼■ヽ
-･]__′
_Kr
▲
r一
=

････.

Lr_i,L.1'At
IlJ<′_ヽ
F_J.

■
Jt.-
･t
.(_'L卜_■■.77+～

lr■
''■●
LL･･-ttL′■,ll一･.

ハ
L
Ill_
･L.'′ヽ
■I
_●

○■T｢′ヽ
Tf

′l
■■-′I
t

PL.1_Jrl+l[.
',

･′JP血
JYt,tlI･･■

･lT.t′■
J
_′ヽ
■

i,'_
tL
J..,tJr

●▲
Eり
,-
.′■_

ハl'+･_t'_lt
でヽ
.

･pす.<へィ/のpLレー
中

■ハ■t
▲Lr.I-(L

州.t■介の主
と_われpOこ

∩

.rI,
T'4-1._
■■

と.RやんでJ10,わけです
書

■▼TT
■
t
_
良
.1_下

千.
..JMからJT二甘六十円書

r
b書七P十*の三月十zzz

.ヽ
■tlrA__
.1r,I_
I

JI.LLr.T
/L,Ir_
,

ガ止され
た
ん
TJすね
.そ<

,
.,･I■■rl_
･

E宍~つまり廿のiSlの暮の
I▼.Iナ'-
●_J●t

るf食に_ュ
モOことセナす

妻
に*qbはたらな..とこ

ITr.T_(■L'+′･l

.,とこ<fJある.AXtlとこ

ろである.寒
1のよにおして

■
tJ'JJ-,A/
_.._

●
●t.+
し･
=
■r■

L､rJ.JTt
■1
1･､■

■■一'+I-_tLノTJl

■rt,･■
.J■
ー■t1

L
■′･'･J.rr■J_
A

▼.
I
qれ.Hr.ヽ
■･
/
こう六十 円事fだから

その

手二言
六十年のtf
に▲っ

I■_.;_..■｢■
■

_d
lJt.I.-.

天A･文化と
.,
L

leは

LZl東
イ
ン-
そ
,Slに
ホ
EI

(

しち

ど).
b.h′もわ.
こ
ん
た
賢

的

.

-●l_J=.-);
′
■t
_
L

A

'L
rI-1■_■
･J.,(

㌧
Ir._∫_
′J.●tt

たんです.だから
モq吋に

I_●_
(■■ヽ
■
'
-]一

.卜.li一.

._ハ■■l■

e対■と.ELもりはす
へてその

TE*
にやられてr.たんです.

中ソT
U蔓
-H書
き
粥

_
rtJ+_
_･
l

▲ヽ
√
1
-ト'■■
'

の対
_ださわ.すで!)千六百
I...
I/

l
■ヽ
一

ct
lr■一
Il
lL,

flJ
,I
...
.･･I.JJ

～
_4
.J･
■一
T
-

･
-
･｣.(I-
.
~■■t

T_I_:
､.I･rII
.㌔

-･
･■,乃′r
_■
1

い.L-ヽ
J････.+-..pl

一寸...I/_EL'･■.1■Z4'

廿tfん.i,Cけです.
･5'
坤

代il薫
なんか
九んへん

も

EX実の事
へU=ゥと
ウたんで

すね

.LJNJI
+た､yr二石
斗it

ウに
私

めLEって書たんです.

■;
I
R･･
■J･
′

書
比とY.うbけ4･.

■t･ヽ
■､LI.■J_一

■さ上州ですか
こことも大

書にK.+ん
へん真
北
し
て
..

･

･.nT+↓■亡
~､'▲

.+.■■_■!
l■
▲

そしたら普
代が†つてJbt.

と_.,てあり土サ

ー,-..JL
‥1,
､

..r■
■
J

I■'t_
_I

■
J■
._1,
J_i.′■ヽ

A,+チ.三世紀tら六臣
の
〓

■■.ト(◆
.ヽ
■■
J1

もものqたくさん長
ってJふ

んです.大仏Et法事
のtに

7p
-∫_
I..'-

s
i
i
E
i
t
i
:
i
s
s
s
i
s
-
i
i
i
s
i
i
 

一訟の25
一つ
に
宇
2
4
1
e
t
t
b
s
e
r
n

;

i

;

;

1

2

i

'

i

i

?

 

?
i
a
立
を
め
ざ
し
の
一
つ
で
L
S
室
長
人
問
2
3
2
L
1

s

i

z

f

R

i

-

-

5

1

i

 

i

i

i

i

3

I

L

e

i

-

-

E

E

f

 

E
T
t
f
:
f
f
f
t
i
t
i
-

z
i
て
つ
を
E
f
t
-
』
事
:
1
4
2
t
i
3

市
政
見
反
撃
E
A
号
、
高
2
3
主
主
t
E
Z詰

i
i
i
i
i
、

(・)昭和.. 年 7月""
l入
『

ま
た
花
開
く
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

2
4
A
f
Z
L
 

、
f
i
z
t
ご
ざ
L

E
I
S
2
2
ん
か

ら
Z
向
島
民
主
主
も

民な。てLるご怠見危旬ご怪

Z
Z
菌
か
革
、
ニ
ん

ど
の
E
に
反
映
さ
主
}

i

i

;

 

か
i
蓄
に
t
z
u
考

えをE
 E

E全
焦
土
う

Eになる
久
三+分。

ち
h
で高を

りよだ民

世
界
の
三
古
都
と
姉
妹
友
好
深
め
る

つかんでも主〈のは事か

し
、
車
L
3
2
て
な

に
t
一
つ
蓄
し
i
t

i
i
;
t
i
 

i
i
t
'
s
 

-
ω
?
と
と
か
ら
ミ

ても・
8
2

しs'

1
1
2
i
 

3
k
E
l
f
 

-a

ナスベイ
y
め
ト
レ
ド
中

閣
の

E
i
-
-

;
t
p
、
わ
れ
る
】

i

i

i

 

主組んで、るわけです・

良市は悶本で一・官、銀で

fLきから千二百平里

貧
困
置
七
百
十
t
i闘

に
5
3
E
i
か

れたのです怯じめてEが

Z
Z
た
ん
で
寸
q
I

B
-
-
1
1
 

2
っ
i

i

s
四分の一員Lてつ〈ミ

そしてE-へその当時品平

5
5
4
2
:
 

Lm崎町です認とt-5
のは車、とFもろ

量かれまte酋のZ-

122置かれるわけ

で
て
ー
か
ら
ま
事
え

る
習
に
R
2
2
1

量
2
2
2
t
E
ζ

主
す
・
2
の
聞
で
2
2

2】んである九量?-

i

i

i

 

‘・2ftもまた政

;
の
z
t
z
z

Lー、百周なんですねそうも'

Z
Z
E
平
在
主
を

t
e
Z
4
f
E
は

:
の
よ
う
与
t
F

LAは二度とこ:めで

て
L
ま
書
誌
主
t

i
f
f
て
も
型

2
1
f
r
i
 

E
E
z
t
に
す
べ
て

E
の
z
t
t
z
f

んf・2一ZLEが

千二百六FLEEで

す
・
2
品
目
主
主
守

一
i
f
t
z

平一
一百六+“専の周鋼vha句

f
t
-
z
;
 

期主主主です

i
t
l
q
Z
 

S
T
E
t
f
 

:
i
t
t
で

:
i
L
E
t
 

おTTEmJLる

E
z
t
E
T
 

i
f
i
z
L
る

ん
で
す
i
E

T
F
S
E
i
-
-界

Z
R
f
;
L
た
よ
ト

t
t
f
?
:
4
 

里
t
s
t
E
ん
/
 

【紛鞄 T帽年学級昼間帥...・ 州銀行

瞥'III'~，，，，_ A時 制正之 (31)叫，酎

回 〈噌〉

-剛 (23)•• . I押咽曲調民会酔H・E予
ゆ田岡山内a元(劃嗣桝金調...

イ
ン
令
そ
れ
K
E
内
t

f

i

s

t的

i
z
れ
わ
れ
の
Z
E

;

i

i

 

i
t
か
な
時
代
さ

たんですだからその時に

i

i

;
ぇ

E
w
-
-
Vの
豊
富

S
T
2
2
2
τ
Z
 

Eにやられて、Eです

f

i

-

-
2
2
g
i
 

量
の
六
つ
主
E
六
法

2・nZすでに千言

iに
-
s
iー

の
ま
で
E
t
E
れ
て

i
9
2
1
9
 

2
守
よ
そ
う
h
t
を

Z
量
よ
る
Z
R
の

2
2
z
f
Z
E
れ

ておるわ
W

です
ゐキタサンスと、うのは

;

1

1

1

 

産
品
t
f
と
で
せ
ん

t
1
4
7
'
1
5
 

にあるb付じ守弘はもんでAT

Laamそんな君Eで

;

i

z

:

 

も
っ
と
フ

司
会

-
5
2
t
t

!
fてま
E

i
:
に
と
り
号

、
る
量
警
に
r
t
E

i

t

 

i
z
gE
ムのニ企なんで

ず
グf
-

T
L
唱
し
ニ
セ
t
L

;
f
L
l
i
 

i
t
-
-
1

5
め

花、
i
i
t
て

p

f

i

s

 

z
主
工
て
お
9
1
1

企
Z
2
2
2
・
E

t
i
-
-ね

-La
r-
亮

Z
の
?
z
t

E
4
t
t
E
t
h
 

-
-
ま
ら
E
i量

簡を納んだわ時王手時

i

;

z

 

AZ--ヘモ
E
Eで

Z
L
f
f
J
一
-
Zぷ

。E
i
-
-

五
ば
宝
一
胃
1
2
4

2
?
b
t
・
n

f

t

i

f

 

i
で
す
が
と
i

Z
2
2
主
で
て
L

る
こ
れ
は
A
E
E
E

i

i

z

 

t

j

J

E

 

-
‘
て
T
3

ー

:
2
:品
i

i

I

i

a

 

j
j
f
 

4
=
E
E
E
-
-

るですその時に岡本にも

てて
t
t
、Z
E

雪
量
詰

E
聖

2

2
t
z
z
z
に
E

Z
L
E
h
-
-
;
 

;
i
t
A
t
 

-
-
E
で
す
よ
ね
ー

が貫主たのが皇へEつ

もてま22つ〈旬開

《符ワたのがM74舟
vyp&‘

型散らLア
Z4Tて

行

9eれの
が
'
RJ'
I
i

伊豆園
危う

〈つ43それから
も合一つ百四

さ
た
の
が
:
J
2
5

L
t
f
a
出
品
え
で

Z
1
F行

;
L
T

E
Z
F
て
型
車
因
企

?
z
p
z
e
記
念
品

E
E
E
め
て
つ
〈
A
E

;
あ
り
ま
i

続

2
1
8
1
2

b
w
で
t
i
t
-
市

はまtt千五、六百

Z
Z
E
E
〈
p
t

tTEI?とです
-

奈良の禽ちはこのよ'に監

自
に
み
て
h
A
E
Z

E

i

t

i

 

品
、
1
1
2を主

わ
れ
が
こ
う
し
τ
1
1

ゐで
Z
らも
Z
主里

見
2
1
;
i
を

?
z
i
E
え
て

主
に
'
K
2
8
f
r

1

2
品

i

L
て
大
き
な
里
E
f
-

-異甫の
C

何度を-マらねばZりん

d
a
l
-

歴史主主衝しをしt

E
現
在
の
E
t
'
E

i

i

i

 

:

E

t

t

 

L
七
五

2
4
:で

てみ
Z〈

iか
i

一
主
語
に
振
る
4
3

t
t
?
4で
t
'

t
f
h
z
I
ま
は

i

i

I

J

 

リ
ー
に
使
お
う

動
労
膏
少
年
ホ
l
ム
を
開
放

E
車
〈
?
さ
そ
う
I

E
z
s
t
t
t
 

-E両手るよう民し

ましBうそLてつ〈今たも

と敬広範しましZAP-

i

i

i
 

i
品
開
票
f
a
L

i
e
f
z
i
 

z
g
Eですth-

E
T
Z
E十人ほど来

k

品
に
九
里
E
L
E
q

E
fん
です-Eが古

E
で
な
ん
か
E
E
h
，

じがしますそれで
‘，.ちょ

;
g聞をしてLK

i

s

t

;

 

1

;

f

f

 

t
i
4
t
t
〈
知
ら

してもらそ?の人員

?
j
な
れ
ば
&
T

、るし品は
同志
で一z

f
L
E
i
-

;
i
 

な
く
L
i
t
-
E
S
p

a
r
-
-
L
Z
す

よ

2
2
一人aA、a

Eとへの収監さ
-一骨組

なι
レです・ηJ1'hFJ一書

で
Z
E
z
f
I
h
z

+
f
I
Z
量
区

て-司てUBaz-Te

ペニスの市皇宮もam

阜の録に
VAV
〈り

.，本企事Z7
・ん
大川ニー+八闘にイタM，ア
めベ=ス崎

市
長
き

ん

Amι

ら
れ
た
R
l
e
E
R

Z五どtERe-よ

3
Z
 

E
t
2
7
6
 

の

Eの
-e
F品
ι

，

i

i

L

i

 

Lにと
!
i

勺てお吻たんです

7
t
i
E
百
万
本循え

るちゅうたら危おぴ勿〈。

Lた
わ
け
Z
F
ν

ー
は
L
i
i

ず

Z
て
巳

g
z
a
t

z
e
a
E
E
7
9
L主

ii

うのがニ&しの.闘で
す

よ
E
是
主
与
え
る
市

E

F

l

i

 

t
-
z
E
眼
闘
で
あ

るLとしてもるわけで
す

高
泉
寺
-

a'W少

年
ホ
l

J
A員

、

測
し
て

-V

L

るんですけ

4
2
E空
fるの

でULちままで幽て』

l
i
b
-
-

E聖が大阪でZで婦

E
宮
Z凶
τ
E
E

で腐ら存ればなり食ぜん

そ
れ
で
E
i
;
膏

z
!
;ータ

z
t
i
-
-

鎗人のめい

-胃
窪
盤
事
館

やめ
-zLa

' 

ラ内hLτ〈さA-R】

事本倉ん

包仇にapuみんな

どニかの
@
1

タルに入唱てる

ゐ

i、
A
E
-
-

12しても〈たあに

よラ多〈ZRJEだ

〈
t
u
-
-
1
1
s

i
t
z
-
z
 

fu園、Li---

っ

1
5
2
掴
の
E

zzmLします

2
2uE2もで

す

25長系金つ
i

tusqており1

まをつ〈るのは'宅す

i

t

-

-

f
L
う
主
主
主
え
E

手・
2
長
老
草
に

われわれの

j
展
さ
ま
た
め
z
f
L
E

tt、14考えても

ら
L
た
Lz
f
Z
E
E
-

E思うんです帽のEに

は
主
が
t
i
f

f
-
ん
で
す
:

;
E
聞
は
同
じ
一
目

i
;・酬

は
軍
主
主
主
E
z

t

i

-

--a
す・それで宮
市では'主

j
i
t
 

t
1・専管して網s

i
f
t
ょ
う

i

i

t

 

z

z

i

i

 

t
A
I
q
t
z
w
 

i
!
?の

は書の22すからそ

れを干
A
2
9にご

〈
T
Z
L
L
う
占
を

E
に
闘
し
E
し:とで

す

z
i
-
Z人の

書
Z
E
Z
一
主
人

!
!
 

なり
zttぞれ
U

2

ミろ

!

t

3

 



EOL]三T人さら五

十人ほど兼用する.1ウ1な<

はと男うんて･}十分*

(しわもようにL2です.

<tんです.今のよう.L-有

様でtt仲間‡ハとし
nこと...､lJだ,
､･･こr_rJJlハt

,
J

T

た気分LJNす.私
事
玖
書
出

はち▲ウpu
ね
.
′

た
■
さ
び
し
く
且
っ
た

んです
カ

九■iLr付けえr
<のIJをJp-ら

■

升F少牛オー
▲
へ
行
っ
て

して
..
も

で
し
▲
う

.モt
t
一

..
,
-
.h

I.

;
..
二
I
'

･ヽ
▲
′
■
■
･
.
,

･
L
C
.

▲]▼､I
J

J.■JL
t

.

I
J
P
1
7
ヽ
こ
.
I
(
Ir
I

も
っ
と
き
く
の

<̀
利用し
た
ち

な.そこで本義
比すと,h

▲
T
._
+

･
､
.
I
r
'
､
川
丁
.

..､=
'-1･.-.■

LL'.,
4-tt
'

t
.
,･
J
71
.
.

JLヽ.るんですオそ人LLJ人は■兼

も
ら
っ
iJり
兼
し
ん
で
p.p
ら
上

はししん です吋と.

空

r
Z缶
爪資

f
YJそ
n

J

･
'
■
ヽ
■

,
l
t

.
∫

.

Pや毛
ん呈
一月
で

したら

F+

__I-Jt+Iつ-つたのは書冊に事K■i4.-■,I_.Ih･7.-■■t_'IJr青年団も活用を

中学の武道場Ea毒 手 空
言 昔 て 悪 空 手f中Jrの●て * で 東 化 けFlII■P レ､】■ I

■ 1/■i;-i :

ど l l.･こ!':こt れJM†んけ

とあそこになに'･ty

'
_
.
■
･'
･

4･

..▲■-′vJL'-

■
■

_
･
E_
ハ
A
T
.,
.
.

の
は

特

に考え
て

.,･ht
ん

一

●1
.ZH
.
t
･
r
J
-
∫

･
'_
J.
.

,
.
-
)I
.
L
ー
▼

t
.
㌧
L
.
r
･
)

/

,
J
'

な
お
で
利
用
し
て
も
ら
え
pO
と
且

..
～
+
.

､7

..:+
IAP-

1

社
会
教
育
珠
の
=
:
;
;
リ
;
;
い
;
;
;
;
;

人
事
に
b
L血
を

一
事
大
知
空

と
は

モ
?

-

■
■
IJII'
_
~
_

■
●

､
:

l,
.J
･･L
i
r
･

す
'
モ
ゥ
い
う
JL
f,
人
事

の
女

Je
と
し
ウ
の
は
柑
JF
な
ん
で
す

.

■
■
√
■
一

.
●

,
～

､
J

__..-I･J_
,
t
T
.

■■
◆L,t●.I
I

わ
人上人とCつなか勺です

+

iI'_L'
･J_i.

そ
ゥ
t
う
こ

と.>配たしてヤゥ

書
L
J
ク

と

ころG
人事と

､
■

■..+_Jryr_.
t
r

もし.bん
の
や
.

(集
J
V
.

し

I,

tL...▼
I

r
▼
q,

t
h

fJtL.･''-I.]]

ざ
わ

嘉

d
r
へ
お
り
Y
き
て

tE

<
んZ:IrL.･JlL.IA
.

J1.t.一L
___
lk1-I

.ヽ､
.

J､
■㌧.;

晋

合
も
そ
こ
fJす
る

}
･LJに
な

り
椙もJ盗
人にな
って
IJN

LtJ.千.Gに
つ
,

Sて事溝的k

L●_
●
L..･
‥J._

▲
､
事
串
月
山
C
不
z

Lす
る
ん
で

す
∵

ホ▲事笥川品と_EL･

■
t_IP_
こ
'

､

tII
■rf-
I.
l
･
ノ
t

I.㌔_-
▼●
t.-1
■b

ナ

もとJ
ぅガで十
JE

YhL..

ヽ
.

h}
_
′
'r
一
▼
..
=

と
し

は毒せ
先
美
し
上
)
と
.

う
の

か方針なんです.だ
け

■
【
■
▲ヽ
■

■JII
r

年

はぜひ私たち毛
し
着
せ
.
昭

和のま焦..こし
て
声
B
(市
へ

LA.･'..し
_I:t･･

''●J
.;
I
.

b
r
.

'
一

_
●
t
Jr

'
-
′
■

の
け
に
人
づ
て
･''
ら
っ
て
i..

書

J

･印JJJ
Lス
ポーツT牛

∫

t
●
r
▲
T
.
ヽ

'
J
ト､
L

i

JI

J
Lt
●
L
J

,､J
'

し
て

pJらbLLt
..
か
ん
tLJ'
中

'につー
て､こ4らで妾
で

書
も
J
の
_
J
て
J
ゥ
て

{
ゥ

て
ー
ろ

んtJ人と出し
セ
き
<
ろ

pと

こ

<けJItたt
-
小
EK

を知

るこ.LJGで
A･I4すGら,r
rt

,.I:Jィ.
p.LL.__

rJてqq
ってくださ
t
.

J
-n
■
I
_

t
_

I.■I

全
市

的

な

サ
ー
ク
ル
の
場

年
に
一
度
は
集
ま
る
よ
う
に

Fi4
..!I･では
生JE<

t.
J
.prL.I､ノ
.t

E

tむ..たださまLiJかこん

I-
.:
I
JA
J
+
1

>
J'JJ

い
-
.

+̀1
'
t
7
,,
,.
-
L

EI
が
tJg
/

I<
し
た

E
r

″iIな1

-ItJ'
l
･.I.
_,
たし
に
みんなし っしよに全

件
的
な
サ
ー
タ
ル

むつく
っ
て

rt
ん
な
で
蓉

空
E
の
こ

)と
も
も

し
は
,..̂九
わ
れ
格
兼
O
こ
と
皇

つ

t
p
1
._
I,
,
I
.
._
ナ
l
■
D

t●.,_､▼十､一1■

■
T

rI～J-_■L./-

て
.,
た
i
J
L.
t

ti
L
書
し

てJ

L
..__.▲L_L

とお..JItすt.

f
暮▼
斗
の
っ

とLとJ〉

こpUでね
.

tiy.余SもE兼た

わ
て
､
年
に

Eへんナつでもそ

i
.
･

･,
.
†
●
･J
･
..

,
I

は
や
状
だ
L<
.

T
+
き
ん

私
点

じ⊥
うに

･l■.,L †.I_
_t=

市
長
に
好
L

tJも
ん
J_
ウ

手
も

ト
.
か
.
た
.

■
A
l
t
.

'･'

,,_
ヽ
,.

I
.
.
J

1
.

I.

1､ヽ...-{
･J_■ヽ
･
･
･J■

LaJさせてr.たqJ
J
て
.
㈹
d

t

l▼■･■LJ:･､●1ヽ
-.

一

ト
′
,
l

:.._
;
ト
■

ウtLiJtJM
iJ-1か
の知.ウ

l.-･L,J,
J'l▼′

､
一～)._tl_
,

つてJ
ただJbたしたもとEZJ

ci=j∴IU
,
.Jt
J=

dt
◆
タルに
才

▲しなJ若 暮q-
〆

の
気
持
ち
も
わ
か

っ
て
く

●'.■,
こ

▼‖､.i_ハ
･･

'.
i
.
L
r
I
t
r
･･.

苦
は大人もふくめてですけ
そJrl..嘉
で
'
′ルLZ

九
と
.

ヰ

の丘
の
中
は
げ
毒

舌

J人.E3<つて
J
け
O
,<
〉
Jp-

tL-
こ
と
か

でざる.とこ
ろ
t
扶

柑rqthは拡
+なんです

r'.I
､L
,･-.It･■

名
実
と
も
に
〝

日

本

一
〟

へ

◇

幼
推
朗
の
内
容

を光束

■
Av
J
_
ほ
い■
■
_■

■■
iLT
'I一
..-
,I
.

め
て
*
E
Lt
す
り

YJ
f
事
カ

ら

を
名実と
も
にとr.
う

ことYJ
ナ

幼
児れ
書
に
つ
し
て
*
E
さ
し
た

b

炊け*ではもち
ろんCq暮

しん
ですけ九ども
.
忘

で
一
事
で
す
.
二
暮

臼は十和¶

■
h■■
‖Irさ
･-,dk
∵
丁

.t_一_,■Iと.･･

冊

に
t
J
て

ーることはすごく

JJはそれだけ事-の幼児セ

●ttL4人
で
rけど
溢
事だ
¢申すTO鼓
せつくっ.Iんで

.丁ではなしLJ
▲
世
蓋

t
寸から､i<出は冊としては大

になってほ
し,.Pu
且
y

.,Hす.iNなんですよ.こんと名
乗

それと幼
慈

円書
･>
重

さ
八
も

と
も
に
そ
J
J

よ
う

としてヤり

■.
1
.,_'ハ
■■ハ_
▲

/
J

･
r
e
r
l■
I

tも･LJり入人て
.,i.ど,I,L
JL

くとしう
こ
と
で
す
.

IuQう
ん
で
す

〝夢
の
あ

る

政

治

を

″

そ
し
て
世
界
中
に
友
を

■
_
'

-

㌔_I
I/
JI
t
LL4
■L
.I
.▼†､●

も
ほ
し
と
量

に
も

しす
え

る上

のよ
うLL
事.e
しろ
J

qLfJも

▲
ノ
な

そ
ん
な
土
も
セ
つ
く
っ
て

L
q
t
て
J
L
Lだ
.)
た

ら､rtん

,L.I.
･L.▼1-'
J
.1

t■.■†･4
-
J
A
_･

I-

′■
■7
...
_
■
Il
I

t
+･_..I

.E3■
申
年

少の貞
夫
で

す
31兼'OだけそRJr4台

t長さ-(わお鼓し
む■
r.iJの

.まYmけて
r
.

i
J

だJUたr.と■-t

がはじめてでした
.▼平手Jy
JNす

.J.二
●L.
･
L
I

一
●
IJI･▲
t..‥▲J
t

_

と

り▼;
llr.■･/I
r.I_JLL
ヽ

■.･.･
■

一ヱ
大
事
な
行
政

の
l

ウなん
で

チ.

1.t,一L･
,
_
･
(
..

■
l

L
-

t
t-●p.
l
_

_･'

に
も
pO
と
甘

えてゝ
tす.
千r

_=
,_7◆･EIr･;LI

･

民?相良奈第3ω号

ijiiH12;1ti!iiiiiii青t団J活用を
主EiilE124:3付訪れ定 一一明暗

;;!?!;iaf;iiijiijjuiiiil!?igi!i 

"， 

をえazL，I
 としのコ}〈ろうさんAゐとに締衝で幽し

て

Lt
氾ー、た

自
-2まりまして、Z

は
i
i
f
A
T

Z
T
た
E
L
2
Z
か

2
1
そ
れ
で
E

に

f
i
-
-

で
1
2
し
て
お
;

す

E
図

f
t
z
-

も
E
2
2
L
で
t

す
か
ら
ど
う
i
L
2
5

ー

=
E
さ
ん
豪

年はぜひ弘主着Lt
a昭

和のま
-Ret-需へ

去、人が‘唱
しaに行ける

ように
M

れがもしまず・

E
1
i
 

の4uιλ吻てもら9て白血
w

・臨も也、しスポーツ管年

同
Z
，
里
ん
か
主
だ

i

f

-

-

Lてもら
b

に守、かんな・中

掴につLて弘らで事で

e
i
:
、Z
T

tるんな人と箇LEt

之
E
E探
J
m
S

E
主
E
l
t
句
み

i
t
こ
と
し
a
i

Lてかか。て〈
どさも
.

i
-2
E
E
書

出
品
ET

E

S

t
-
2
・efに
E

2・少年が喜に使えるよろ

A
がきんですか

E
青少々の

F
もろ

の
は
4
e
考
え
で
}
f

;
ー
は
:
瓜
E

i
;も
さ
己
主

す
-
t
主
草
E
h
Z

な婦で利用LてもらえるとE

L
1・
社
会
教
育
慢
の

人
疹
に
配
慮
を

-i

i

宇

i

z
にさ

F
Z

〈目前から右開問小剛一(創刊

員 一…帥 関陣 "

〈釦畑山崎問問附

齢酉申酔 ()~)会社員布酎育少軒

M ーヲ割問t>jllilllIIll;:'JUI(~í 

すが
今
そ
』

は
申
L

込
み
鋼

電
・
'

スの時間得、と方49、，、，

覇
巳
星
に
置
で
E
i

にLていただZものZ

れ
・
i
i
E
a

で也、そいへ耳ぱtか

と
隊
し
が
量
t
L
i
Z

E
-
-
6
1
 

もきずのれuea

E
1
で
す
ね
よ
ろも

i
?
?
A
L
t
 

-
L
品
書
欠
民
主
で

人同盟に緒ばれて19ては

じめて盛りあがる&号んで

す
ー
も
品
で
人
事
Z

T
L
Z
S
な
ん
で
す

が
特
別
E
f
f
f

、んじ-ktF3・

E
i大
君
!

ね
人
t
s
z
f
で
す

tho-rうとおり側、

そうtーとをEしてやり

t
i
と
こ
ろ
が
人
T

もうのはあんま品守宅

もー‘かんのや
白
〈笑
IU
L

i
;
 

全
市
的
な
サ
ー
ク
ル
の
場

E
LE4同量
級

曹にしぜてみなさんE意

見

R
E
1
2
z

t
z
s
i
t
 

f

z

:貫
主

姐

e
f
-
-

ご得奮ねが
1

・ます・

Z
4
9
た
ま
た
ま
ζ
うIL、昼うヲ奮I‘、白メρ
 

L

之とLし巳主4
に

臨樋幽し
ιを智
さ泊省電て

f
l
i
t
-
る

そ何ぞれの71ごとでは

(
一
流
伊
法
制
酢
)

幽

席

者

i
i
E
E
L
 

‘!
 

ーだき品
曹
養
a
R

舎
の
万必人夢Zで

かb
られるeZときか

t
t
B
i
f
 

fヲネ衝になるそう』

う』とが多〈ゐ吟たように思

i
z
z
j
宅

一塁
F
E
は
そ
の
9
f

'11
2
i
E
T
 

ー
に
つ
L
1
4
L
主

年

度
は
集
ま
る
よ
う
に

なし
i

みんむl-9La巳
全

島
21タル12て

み
ん
な
で
1
;
t

i
t
i
e
i
 

号
、
2
2
8
f

壁
土
品
、
1
2時

E
z
-
-
t
λ
9
 

tEEHでをして、

主
主
ら
本
当
に
t
t

主=すが:・

E
ZのZELう

t
z
f
s
も
皇
た

んどt，
lz
t
a

めて匁にごへんずつでもそ

うもz
t
g
t
、
.
る

は草
E
置中
さん
T開
じ

tに

員つかめるんですからう

a
2
2
3
人
;

l
E
f
t
-
-

i
z
z
i
有
憾
で

はなんかもヲたhfLょう

7
4
t
i
i
 

k陶きて品。たんですa

堅調少年
T
土空て

ほんとによかラたなと思のた

んです
白みんなが旬、きて

t
S
4
品
目
し
た
ら

Zにそ
も
品
1
1

t
主
E
E
f
r

Zですがそんな人はE

mに2るLZ筏ロ九時ごゐに乗る

ん
で
え
1
4
1

i
t
i
t
i
 

-
-
9
2
2
し
2
1

君主工司、E岡本の

昔
EtTeてです
W

5
・i
z
E
S

な一】主がで傘ZQKころ
A
P晶
豚

E
t
e
--
E
t
 し

τ
t
f
?
の
人
員

用するよう足住之号ん

です
白布
袋

時間延長とiもう』と

1
1
1
3
で

はも二とね・

'

丸"に『仕えλSEら

して、るでしょう・それが
一

E
F
I
z
z
-

S

E

i

-

7
る

i

f
か

危んとa考!えましょろ・狩っ

てAU
え吻てもら吻て畿んで

もら勺29楽しんでもらえ

毛ょうtの
I
Jましょ

う

E
1
耐
て
ま
し
M

L
ー
の
z
t
t
。
T

R
E
に
書
面
き
・

1
9
f
e
ltに

着、人が入今て
ー、防るよ，危

1
5
1
3
す

が

名
実
と
も
に
n

日
本
一

“，、

。

幼
椛
閣
の
内
容
を
充
実

E
i

i

・

3
'
iて
重

Z

聖書につLでお聞fた

Lんですzir--E

型
車
一
E
f
i

r-Lごき』とほすご〈

号
な
ん
で
r
z
g
だ

3
4
L
i
i
 

E
z
t
、
昼
、
手
-

t

i

i

i

 

E
t
i
t
s
 

f
t
t
t
た
古
里
、

h
i手

E
1
1
!
 

'
事
高
3
z
f
t

と
g
i
で
す
眠
、
ま
1

i
L
E
E
-

E
Z
L
E
Z
ろ
う
と

LAAtたんですが

き
t
は
じ
宅
E
E
品

し
き
宅
、
E
も
て
、
2

・E
ZLm『こんに

i
て
お
ら
れ
主
主
;
i
t
E

f
t
-
L
た
-
t
E
A
Z
E
も
z
i
て

り
ま
し
主
E
2
の
君
、
た
だ
き
た
L
k
g
v
す
ね
'

E
人
f
，
f
f
早
め
小
E

LeB
月でした

;
!
?
か

i
jで

2
1
2
E
な
T
-
2
2
2
F
a
i
め

ます
・

がでめてでし'・2
2

f
i
z
z
t
f
f
i
ら
め
い

は
士
2
;
ん
躍
に
入

ーとで
E
Z
空
管
長

ー

E
i
e
t
一
，

z
f
t
t
2
5
で
す

が
s
f
i
z

z-

-

Z
E
F
F
1
 

4
2
5
f
z
z
 

i
f
-

-
h
S品
t
てほ大

空んで1・ニん
ど
皇

tztょう之してす

i

i

i

a

 

〈とiもうこと均す

，夢
の
あ
る
政
治
を
e

そ
し
て
世
界
中
に
友
を

豊
富
量
毛
、

1
・あ

の
i
tしろ語しで
も

聞
か
e
t
E
L
2
2

i
"
j
i
 

-
-
:
a
v
 

i--ラL
S

皇
耳
、
E
f
、
昼
、

ー
Z
さん
t
t
i

さんのぞ菌、てもて，

t

i

i

 

t
a
g
i
-
-グ

ルのようなもの
を-Lらえて

ほLiもんで寸"ど
・

E
E
量
姐
d
t
f
L

t
f
zんか

E
E
員
Z
E

E
-少
t
is

-
た
の
は
ま
E
Z

E
を
で
そ
え
?
に
↑

ら
れ
る
人
E
f
i

t
Lて与をもを主主し

たZにしたもめです
-Z

E

-

-

E

 

F
』古来
2

・Z少

i
t
E
Z
u
z
t
 

E

s

a

i

 

l
;しよろ・

4
3
7
L
L
品
、
ま

}

Lq 

!

?
 

!

2
 

!
t
 

a------
国

司

現

実

主

{

L
 

じがZんです・わたしは

夢
の
あ
る
t
i
を
や
3

5
1
1
4
ん
で
す

，rf1は半号T寸τ±?一ごf』ミ《iEEで
J盗

中Eで主一iと品飽陣げてT〈EよfうA巳

E
聖
T
Z
E

すぐやめ1よ

内一関空
中血同省禦泉市の膏与が

E
金
聞
に
E
E
7
t

i
-
-
L
i
の
草
令

t
E
1
、
皇
、
手
-

実情を環めるLZLう;i
・

E
宙
実
闘
志

KLう

の
で
な
〈
賞
金
?
i

i
i
!
 

なり
eg省令それはz:ι。

う1・tihでつな

f
i
t究

コ
z
f
i
z
z
き

F
t
s
q
音
量

i

i

一Z
んで

す・主
量
t
Aは

T

L
i
t
a
i
る

に
2
と
考
え
て
、
1
2

t
o
i
z
t
 

で主とは舞えてお92

5

3

1

5

 

して警がも高唱てもらう

E
i
i
じ
で

寸すかどから
Z
'
-

i

i

i

 

t
E
が
f
手
が
A

E
t
E
品
t
2

は幸るともA高主ば

i
e
ん
み
ず
か
ら
f

t
A
を
t
s
ま
し
を

与えるの
A
U

われわれの行政

車
重
量
J
=す

E

1

2

3

 

529てほしものが膏

3

2

1

2

 

1
J
f
i
の

a
f
i
t
s
 

-
~
f
T
主
王
て
E

需
品

1
・f
L
!と

が
行
政
s
z
a
J
=

寸
古
車
に
Z
E
2

3
t
、
S
L
4

E
t
へ
ん
夫
、
zm

i
z
L
E
f
L
 

て
f
a
t
s
、
t
た

'
a
A
a
E
っ
て
そ
L

i
-
-

一日二円の掛金が
あなた
を
出する

。
舎
前
R2
陣
納
め
〕

-s
・6nE七三
O
回
全
車
掌

aEZF凶三
時
星
回
u

冒

ZMM平合国具旦て
0
0
0

問λ
中隼禽
訓苧陪一、
岡OO
阿
-

A
VH
見
舞
金-ntの椙・合冊目。。品問

キ
S
E
g
--

BEau
-
-
E聖
書
富
普
通
鎗Emへ



ーノ●ItlL

J苧 づ も. こわいぞ ′夏火

災測 量照 紺 毒

莞 &Ll一kL.【}妻…鮎 葦妄毒≡照 重責墓室等 芸三三- A, ▲■いtI:i

‡■三⊥○ ○ 描 糟 讐 悪霊慧警測 消 毒

I
i
f
Z
E
 

i
z
f
i
a
 

t
:
f
i
 

t
-
i
a主

、?で
1
f
s

t
i
i
z
s
 

;

i

t

 

置

Efu量
レ
唱
で

す

i
i
i
 

j
i
 

g
-
-の
ー

と

i

i

i

i

1

 

4
s
a
-
E
F
 

!
i
i
 

;
去
Zet

-
-

西
郊
地
区
の
水
道
万
全

貸付金を増額

J、、

7万円から9万円へ

厳
守

!Mki

よ
い
も

2

トイレの水決化促進に

pb
itazEZ 

U
い
よ
う
に

高
台
に
そ
び
え
る
全
固
有
数
の
タ
ン
ヲ

去
る
闘

zzb

T
‘
i
f
 

z
i
T
 

S
量の
一層で

あ

'aEeh---a曝亀
!
i
 

tE拒
否

五

ii'

Z
$
4
1
 

1
2
3
 

l
E
S
E
E
 

s

j

i

 tfIagLt 

-e 

f
t
t
i
 

型

zt，Z
2の

--aftg量，

v
s
f
;し主

，R
厄
じ
て
恒

T
年

-t

2E22り
こ
量
，

Z2
1に
72て

も

E、主
f
a
t

i
-
-
i
 

で

1
2
4
3

!
i
z
 

‘
E
主人
2
2丈

夫

hiもき
っ
し
室

主

-
i
i
 

fE--ftで

釣

Z4EL企も
ので

一
万
五
百

-VLei、，
.Fγ'ehで

i

i

i

 

zsf‘
3
 

ζ
e
i
-
-

。，、，
aの
同

事

-
b
A昆
・
0

i
i
z
f
 

-4杢里型車里旦圭

湖特

応 8降司たら.可'~-~.III <

'鋼・

i
!
3
 

2
5
i
i
 

こわい

，ヒ‘・・'‘~ -!I.'・の"••• 

j
"
t
t
a
 

f
f
i
!
 

;
i
 

-
P
E
-

-ら
i
i
L

'
L
F
Z
 

に

ua，志，ず可&々
ぞの.隻ヌ凶"町
λ

』れnLを電

;2g1の空臼』
A
1‘』a
 

;!i; 
危

:;;のE"iiiや』毒

E1にちvど』=-込主--.雪望二一?!、
L• 
i
!
f
L
k
 
句

ど

zAr
耐里久佳塁£す±〈よれ

企
皐
キ
-
筑
A
也

y
"グ，
-xA-φ?l4ゐ舟

:
よ
.T同雪8f，字十五毒吟》品

の

f1少七yぷidt;
ル

Zi'1?，7liL主た

e
f
;
a
Eの

;
1
2
2ル

'
'
'
圃
唱
の
，
，
A

ヮ，
E
Z
I

‘，
m

T
，事

7γ
の一
一一句
s

f
t
i
s
t
 

i
-
-
1
 

;
2
2
i
 

・
ち
ミ
・
・
十
六
旬
す
、
が
ら

λar--f 

i
i
-
2
 

2
1
F
 

EKE-
量
当
に

-
E
f
t
f
 

E
z
i
3
 

i
i
z
・

2
2
i
z
w
 

!
i
l
 

l
-
i
i
 

ん

1
1
1
hぱ

AZtttpt 

z-事
与

RSE

s--、1
・

留
守
ゅ
の
大
.. が

ふ
え
て
い
ま
す

ま

ZS22

を
た
L
か
の
盟
関
，
へ
戸

舎か崎町
S
L
P
4
う・

完成した盆副有震の'ノ本重水遣の.，ク

，.zLにιtmで
u-emt

Z
E
E
-
:
 

にして、
手

この

E
t

;:1・
2
主
主
自
主
一回

1
9
t
iて
T
-j

i

j

i
f
-
-
z
E
l
i
-
t
 

k』

i
t
f
i
i
t

z
!
!
f
i
l
e
t
-
s
 

?AELic--teす

漬
物
事
典
に
も
な
い
珍
味

• 

「
寸玉
ね
ぎ
づ
け
』

事有

nEtEe陶

長
官

Beu:ι

市

め

amzzn一み

図

31L3=

舗

ヨ

"a・2
〈

a，L

mZ22七品目

E
-
s
i
b
-

e官界
E
E
f
z

i
i
i
 

f
-
-
E
 

i
t
S
 

2
t
i
z
E
 

の
普
及
J¥ 

大
手
振
っ
て
お
w
H
物

ZL1
 

2
i
 

z
;
i
i隠

。
怯
食
会
で
主
輔
ら
称
賛

i

i

i

 

t
;宮内
E
E

t

j

j

 

z、t42tE

2
3
L
f
i
 

ASI5211 

?
i
E‘
--m 

fZ2152t 

i
z
i
Lてま
た

-sl2520 

2にはこれ
tztw

i
t‘の
ぞ

tze

f
2
4
2さん

s
i
i
;
 

L
E
e
t
-
:
 

ー
も

s
k
t
Lミ

-hsf
-EES 

t-ーした・
-EιEtT44 

m固
か
ら
歩
行
者
に
全
面
開
放

民
禽

taw-s

;
!
;
 

牛耳込P

-
N
i
L
i
--一
HEE

Lて
2
l
e
i
-
-

刷
協
院
に
鳳

2

・m語
一
s
h
-zす・

n-
--M』の
時薗欄

i
!
j
s
i
t
e
-

E
i・4
:
2
2
t
F
1
-

1
2
i
3
2
2
i
 

に自

22fとに号一

ー
ら

↑

ニ

E
t在、
43u一

ればで

12・

津
島
で
すE-a
z
z
 

E
-請
で

豹

可

L:

ん

E
S
E

l
t
t
e
-

"な号て〈れ

aze'e

ゴミ骨吸も、
が
り

は
』

」，、

x 

】M

• 

揺~~守E に

x 

• 

1
1
7
月
幻
自

国
民
健
蹴
保
険
料
量一

mHZ

Mae
l--

ぜ
ん
-i
i
 

町ペホ一
M

受
益
者
自
制
企
量

-mAZ

iを
‘司z

l 

i
i
i
 
卒
、

t
2
5・事

納
期
限
で
す

2Eご
T
E



す
ば
ら
し
い
環
境
の
中

-ae

，a --2221 

j
i
 

-
Z
 

時耐滑鵬劇、叫に，..、.i…Lて川、即剛山小
」らえて、.時制.... 諭←'‘ J 

一一
!?警警③…• 

ι~ 

7G 
成

お
日
オ
ー
プ
ン

R'ib、1
3

納

EEftse

躍で

ZEE-t

!
?
?
 -zai-
-
】

iは
あ
ら
か
じ
"
を

l

i
z
--
i
f
a
A入
院

i
i

J
】

eH州
【
開
乙
・
生
一
倍
昼
虜
a

氏
名
・
-m
車
織
免
を

Z字
t

i

p

i

i

・q
i
i

Z
4
;
8
2
 

に
す
ば
ら
し
‘

?
e
E

tLて
1調
停
さ
れ

f

t
 
利
用
で
き
る
の
ほ
市
内
の
'
タ

号

ZEtsL込

会E
l
司

屋

川

仰

同
国

月

討

ろ
一

8
I

同
和

v

人

日
中
炎
、
「
物
取

調
由
民

間

中

人
間
1

鍛

奪

コ

主

中

帥回受岬L 四割削れて川

Bーとの師会直一'， 0.111
唯事仲園時制凱蜘長嘆の働&圃.

'予断咽酷L.!lI.. ';:f!."岬幽公個
咽引.帽.-e.u愛情剛柚ヨ抽
出飽昨;-，，;:~ "(耐帽の酬の・凶介L
1:，.t-1".叫品 ， ニの脈融をぜひ見で
'~IIIt-lEL<_判明後立てて〈目、

当・E時と時間 大阪 T霊山，，~払万閣陶也念公園

午.，.，お分、.険'"
酌

;
!
 

た
し
・
・
め
て
〈
飽
き
i

‘一

投
票
率
n手
向
上

う

国
あたらしい

自

金
舎
mn

m
Mm
書
護
院
醸
員
選
挙

.の<tr;:!!l!Jlした 「土に金.る曾J

算
十
例

s--b
院・h
4、常
語
審

問
七
月
七
周
検
針
さ
れ
型

:EELい
官
量

phtFZ 
-a・m・-m区
は
1

・
復
一
に

縛

L
員

2
・
〈
阿
需
品

1
f
h
!
 

?
L
E
s
t
 

i

i

s

 

a
t
-
a
tか

z
f
s
i
z
 

e
-
-耐目

S
U
E
T
2
2
 

0Etはるか
に
上
剛

E

-
f害
、
E
E
S

E
-
E
L
aL
 

i
i
;六千

若
手
Z
で
自
悶

Z

3
i一万一
;
A-

t
t
!
f
 

E自
fで
-ttE

a
品

H
I
t
-も

そ

zumEf第
四
十

E
i
e
Z三

主主
T
3
・百十五
R

F
i
v
-
-一

-主主〈

AQi

z
i山
Eで
t

E
骨
量
王

as-

i
z
T
E
 

A
t
Eゐど
の

E陪

i・
1
4

t
i
l
l
 

f
1
;です

四酬蹴酬
時押.
開削耐えa柏
崎酬怖や

師十時

4 剛
間押.

'‘・・
V蜘帽醐

."トマa
・・・公民alUi!9.
・・，民.
"の京町会民a・

を

51;;;;掛i
生
き
る
家

i
t
i
s
 

-
a
-

i
i
i
 

z
i一千
i

z
-
-
;
 

3
2広
告
も
の
で

gt

士

2
2
1
t
;

受
理

2
3
6

i
i
!
 

unij--の

i

-
2
2
 

E-司

ty--2

22Lて

h4・

422EEt 

i
t
i‘
 

フ7ミリーホリデー
来月

E
i
 

ZE 

闘
い
官
L
a
aF

-le-

a7
i
!
L
e
-

L
-
e

，.富岡
R
a

・
a

実
に
よ
る

t
2
1
7
1
 

=主、zrs=

S
1
I
t
s
 

-iL
t4
5
-

u
H

『

2
2
1
E
 

t
a--s 

;
f在
〈
広
;

&
ん
ぽ

E
S
T
，

f
!
 

14
lf
i
t
 

i
i
i
 

z
f
4
4
 

色白卵、，，.，
a

・1
4

l

i
i
z
E
 

存

E
ZJtE&

は
u'
良
育
年
金
・
dm

《‘
a--

λ
至
福
》
へ

ω
a
a

““
a
g
a
-
m
"
"
“"“弱
Mm釘
同

珂

凶掬

ω
4



昭和姉 7月15日 兼 良 市 民 だ よ り

I-
丁
､IJi
■
･･
ノ

バ

F

(

一
J'T
IE
t

･

I

_

(ま
タ
'
プ
t
,
零

し
て
し

ろ人pP)です
.
初

心
中
に
は
や

tt■ヽ
-
ュ
､
I
▼
r
ト
_

㌔

I■1.
.
r
;

･
ト
T

G.-1かrIb+.I.
1
-

けて指事します.

とJkdI七
月二十二
二
十
r
l

■T4
_
.
■

■
I
r

▼とこ董
丁
矢
仕
F
I

t
Mュ■J.'ハ_
I

▼
t
t

･･lAd暮JLtこq
-

▼
即
し
19
pt

･q

氏名

■
▲
■
IL
/
/
(
i
+

E

六
最
W六五
二
lt)

へ.<tにti#
ほ
あ
り
★
†

ん
.
▼
そ
e
量

〃
け
は
t

H
と
も
年
書
五
■

l三
十
分

t

で▲jtら†LJM
した.i,に
SLl人
の
JO
え

E
a
t
の
お
汁
で
必

･一.rL_
td/
.
.

ナ
■
=
-
i
.
r
t
r
･.
I
..I

い

㌘

‥
,;
…

…

し
ヤ

柑

完

等

の
手

羽

■
阜

聖

た
折

蛸

漕

仙

千
の十十
/
ナ
の
O
｣
七
二
と
し

_

′
一
■
'
-
■

{
寸
,■
■

■
▼
,

･

1
E
.
h
I
_
寸
.

I
+
千
/

ナ■の
カ
ウ
ン
七
'

･
L
I

一T,
●
.

一
一

.)

貢

十,ノブ
7
7
イ
T
l

e

■
J

A

･
′
IL
I
r,

■

充
実
し
た

ナb′'
▲
<l
L
り
げ

.

'■T
∩.､I
,

蓋

*
d
l

eカは
h与月ニ
ー
ユ′

l
I
L
-
JT
_

1'■
I
r
一
i

●r
{trkTZ
■
ト
●
■
■

∫
(悪

六軍
〓
-
≡
■
)

(
申
し

F'3人でく
..t
き
...

と

育
八月三
E
L日

(
t
G
]

二

JZZ).
▼
事
刃
p
-
市
内
の

小7枚7(年古上
の
千
と
J
a

とそeJr
▼人且-■
子

で

二

十五れ
浪8
人
以
内

.

▼沖一曲-兼
一
人
当
り
二言
H

六
十
Y

(
三
舟
)

毒

■

m_

_小In
A
_
▲

▼
平

木
■

ヰ
g
(
(
JI{
た

.

1▼
■

▼
■
■

I√
ヽ

▼

れ用TF人im
JE,
五
百
円
.

▼

井4=-<月三
日
〟
T
牡

一
*

'

■

Tr
▼●L
a

IJ
_

L
I
r

_
T

l
J■
e
r

●

J
J

隼

(以
上
TE子
と
･･,)

とTTとpJ
の等
と
t
血
書

E
P

'
い

P/
L
■

･
-
_
▼
･･_

弁の少な
し
<

た
ち
に

件
■
十

■■i
.

■
･
･

L
_
_

し
ん
で
pC
ら
シ
う
と

r
丘
丁
刀
.つ
く

り
毒

し
セ
つ
ぎ
O
b
P
TJ
E
き

J～
で
.
■
■
で
き
pO
の
ほ
州
内
に

住
む
LT
∧
t
I
日
十
事
の
考
丁
三

+
人
.
と
i

七
月
二
十
九
EE
I
九
月

三
十

EZ

-の81骨刀■
EZ=牛
横
穴

■三十分-E<特E>とこ
ろ

l
●ヾ■tJL▼
tJI
t-

■M
ILf.ZJ
;
■
'
■

■

E･_'
l

■
■
■
九
▼

申

し
込

r{
壷

は.qJLbに任

r

_
<

_J
I～
_
_

,
･
l
+
･
1
+
.

と
主

7月
二
十
七

日
へ土)

l
J

+
1

■▼__-t

士
,

tL芳
丁中

_Li

.

小

.i

t
十
一▲
J
ー
L
′
JJ
t

行
LL.
.,
ま
す
.
将
¶
四十
貰ITT

月
二
EZ:

四
十
六

年四E:Fzzz生

Il
l
(
一
､
■
■
-

■
A
t
'

は
tk
A
良
房

(

市川古木仕<

H
i
p
/

t

iILr
■･､JL■

′

'17
_●■･･
_;(

4
'+_J
+_
_

_

JL_L
JL
,/

t
A

l
L

t･
_

す
'
空

は
JE
叫

.芽
は.寸

九
も
牛
や
九
■
-
十
I
'
と
千

枚

r
f
I
]lpf
の
二

■.
母
子や■

持
事
の
こ
と
.

(
t
C
較

区は■

IE
一Mr
)
.

名
月
I
EE
(末
)
丑
兼

ナ丘啓

へ
▲
I
D
や
■

dEく)

_
I
_
-

_

_Jl
ti

～
l
■
II
_

r

hL._▲ー

L
`

JL
,
(

JLT
■7■_

四
十
五
心
T
T
月
l
言
H-

d十六+

◆
f

I
r

I･
1
.

▼.Ir

;
L
J
H

･

ヽ
'

,
.r.

'
7
..

E
■

ださ..
ポ円の
LE

故

湘誓
R

･

.T
A

J■
-
千

L
Jr
E
"

,
I
r
)
L
4
4
-

サ
B
ソ
1
<
里

T
T

一日(水

)

'
.
_
]
_

E
I
_

.I

.

.rLJ†一
▲
.'
T
●
M

■.▼■■
∧■
■
.■
l
■
こ

･ ･ 守-･妻 i I- "

▼ ■■

-●::I:I ; : ;A.:; : .I: ･r ミ ; 二
I I-

_
■
J
■
▲
｢■

･r_
_
JL
'

つ
b
e
EZ=Z
で
行
な
い
･H
十
.

阿
JH
児
は
昭
和
四
十
三

半円月
二
日
-

円
十
八
人

王丁二
月
三
十
一

日

生JP九で吉川は
.
り
士
+

/

.●●
1
7
†
●
I
p
･
1

7
t
立

川暮
し
て
く
だ

さr

d
月
8
EZ7
(末
)
十
重

K
″土
■

里
中
半
里

年
耗
二
■
-

三
●
)

■■qh
t

I
_

L

-I

圧
点
和小
事蚊
人中
吐
二

■-】二■
)

･rTIT
r
tJ'片r･.-

大

■ヰ不
千
校

(平鉄二'-

●▼
IL
J
■

ト･▲■
ト

r
k
▼l●t
ハ

l･_
I

現

(
..す
,<
も

午比二■～三

■

三

十

分
)

手

を

つ

な
ぎ
築
こ
う
非
行

の
な

い
社
会
-

を
明
る
く
言

蓋

(-
月
I
E=
～
習

)

何}術3ω号

消
費
生
活
相
談
開
始

23日か@

i
t
t
E
 

'
z
i
E
の
E

量にごて
の喜字書

EEに略しるこ止にな

qました吋綱援の22

M

曹のと街。でもずれも府

側費
全盛慣例俊民が観当し，

り

?
E
2厳し
て

こ

m
m遂で心身をきた

い膏
矢板隆のある智

げ灘
高にな
今てもら

用何
?
と
E
E

土

酌
員
会
主
自
量
旭

道匁
が量
しτ
E

剣
ト

婦
瀬
古
げ
ピ
と

2
1Eように似

します
Z
E
2
2内

i
生
a
z
i
-

-
i
で
署
し
て
L

る人生です
-E
E持

軍
事
専

fーから
温ん

でZL75、

主当

R

は鍾聞EAt-Zつ

け
て

Z
しそ

i一王一一
王
一

関

a=高占有

:
i

i

 

i

i

 

z
i

?

8

 

、ミZ
SA

2
 

E

E名

Z
主

;二
I
E
E

i

i

富

i
j八二

六
5
2
一一一き

へ・入
E
E
U
T
Z

んe
vi

l

l

i
=+分か

ら・

よだ民市良奈昭和的年7月'"

。
。

。
。
。

市
庁
舎
別
館
と

西
部
公
民
館
で

す

i

i

i

 

IE全
般に
ごて
i
i・
1ピZ
R
E
は
E

・にfて生じた富

i

i

:

 

一

外凶
荷
動
.

.

 

め量
で
で‘獲察し〈温過眉

j

一aa幻れ

川印詑…M哨一叩…叩沼沼中山……向問…出~判出出型…山出出…制叫制型
一記匹…蹴批

里!令t'=;
ヲ:;;ア:;44ア1の

草

i

鹿

E
i
保E!書F!《省i

甫

E
i
盟i
!
在5八;;一ii*号?もt:
守

:
i

ゐ

i
i
i
草
!
を

t:Lt ら

!
:
の
員
飢
主
j
て
:
オ
;
;
犀
に
よ
i
!
一
三
ぺ

jjj;!監草;
勺

E
I
i

智

E
i
の

i詰

E
T〈
一回ごまポ
14
宇
品
一
の
ほ
か
Z
，T
E
検
一
E
f
-
-
望
号
車

!
?
f
f
i
f
t
i
--
i
Z
E
-
-
Ej
 

L
1
1
1
一
Zを
E
T
i
t
i
f
E
LE四月一同まれでEr

E
f
--Z一しんでtui-〈
一寸
・
2
1
E
E
-
-

i
に量
E
i
z
-i
i
z
t
i
t
i
時
1
t
t
i
t
i
t
身

z

i
i

I
l
e
i
-
-
6
4
喜
一
H
i
-
-i

i

i

圃惇《‘u@ム
ムハ玄一二よ二番v
一柱。+八.眠、四十aの男子三一
持・
のZ
LZ，内-の綬区は被
一銀鯵外“
"障の脅$LEAK賓指--

B
L
E
A
t-
一

t

一

i
〕

E
T
-
-
E
R
ず
t

i
i
目
c
m
一

と
li
p
-
E
l
i
l
i
--Z
草

i
i
一
i
i
悶
!
2
t
O
S
T
i
-
-
t
i

i

j

i

l

l

-

;

z

i

-

-
i
 

二十量
一宮
人以
内
i
i
2
2
-e
f
r
i
z
z
-
3
1
t
F4

2
1

i

一

f

i
f

-
-
二
百
1
i
i

f

i

i

:

i

i

一i

i

後との日

・
し手

・
符
鎗
ら
開
館
阪
目
男
予
君

臨

……即応……吋……忠為市一一一…
hpr
品…

ぃ品判明川
一

-T
H
皿

金

創

削

宏

蜘

剖

山

t
J
H
Z盟
吋

E
醐

餓

と

引

附

官

酬

川

淵

併

;

・

;
:
:
?
・
閉
:
ー
・1
ま
2

法

曹

0

・v

…
Z
T
1ナ
一
向
即
時
叩
白
川
町
…
前
叩問問団叩閣

…
出
…
叩
峰
崎
Z
何
一

…

山

u
t官
山

崎

山

M

H
哨

山

印

刷

官

主

動

日

日

抑

制

叩

町

田

附

一
(

剛

山

浦

伊

一

1

i

i

 

g資
事

T
した
E

書
聖
書
な
とにつ

L
て

j
i
 

関

lめi
;一一;
i
i
 

一面
貧困をデ
》主
丸

i
 

【

E

i

i

左
側
今
》

LE侮公民館〔零

里
一I
Z
-=

に
ご
協
力
を

調査裏返
送隊期信までに

i
a
-E
Y
9」

でお
知ら必唱しezし色ょ
う。

八
月
z
i
i

s
f
i
I
 

t
f
t
i
 

l
i
f
t
t
 

t
E
1
5
2
 

t

J
L手

開g
，になられた方

は々

日

抗

野

一日間
一

長
者
2
2
2
E

F

;

i

 

AEz--にひらか

れ
eg

す・圃の
f
f
L
r

保E害
して聞
主L
6

k
?
aEE行訟で

具体例に
『周qt
E
E

から危い』寸なん
Lとか
してほ

しーとLeL，
ょ，なこ
Lとがあ

;し
R
2ら
』利
用
〈

;
i
 

がご綱也候伝応じ霊AT

i

i

i

 

.胆ン
目八nL宇
一闘《水v

i
警一回章
a

i

‘ザムれも与合大臨時
i

午am困

;
!
 

手
を

胃袋鳳にふ
れptE
E

a入め
ろえ
阿針の針舗で必

?
で
に
i語

根

内

「

2
2』へき

5
2
A
L
i
圃

z
i
t
E
S
C
 

量は書FmtEは

ありま信んr

i

i
一時

t
 

Z
E
E
-

富i&-

;
i

i

 

E
i
!《信耐

内
i
1
i
i↓ 

幡喧》でほ草平目EにE応E、

14 
• つ

な
ぎ
築
こ

i
f
 

パ

LVI
alゐ銭
2
2
2
 

《
念
米
畠

γIA企

i
g
-
i
a
ii
i
 

zzが市Et七月
一信号で括主主
L色合

i

i

l

i
f
:
 

i

;

i

一+

i

A
Z
 

日
米
対
抗
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
民
合
時
間
変
る

たのしい
親子キャンプ
中込3らお"で

事
責
喜
《1

1
2
な;

!

i

v
 

普

1
2目
Z
一時

;
1
・i

E・
R

・項'住居府民省年

;

i

i

 

i
t
i
-
z
 

号・JZ? 
自室 i
I •• .J 

う
非
行
の
な
い
社
会

皇
、て雪一主悶まで

に

i
一五一;

i・
i
F
 

z
z
z
'
 

ゆ主君。，
?に
?

て
吉区
自

でま今嘉のAV--

ピスも
あり
占企，
.

と-Bι
H
ニι

十七回《
az》

i
;

!
 

?

E

 

おどりの会

E盟国

3歳児
検診

，.宵

水
道
料
の
鍍
替

支
払
い
日
変
る

毎月十八回に

i

l

z

 

闘が虜
務醤
賓の傷合で七月か

i
i

i

h

 

i
i
t
±
 

;

i
i
 

陣
通

-m《午後
一時三十分

1三時》in聞
き
事
笠
宮
'

童生幸俊《蓄
十時t

i

i

i
侠

州
寓

EL22《午

後一時
二-EL--v

ら買士E従
来眼毎月
二

I
署主
f
し

tた

だくミとに危り
'L令よる

L〈ご里ht'市
水
渇
困層

8月』《8EE
Ea

圃塁審
思所持強幼僧圃

A
m
目
i
E
A

和
小
-
P他民i
i
 

;使
An開通聖

E

区目奈良
保・-m

』
官
主
需
EA

ヂ

t
i
目玉
大
a
EE

大徳生小品平鍋院
i;;》.
F'ha
 

世:学3
:.
 

豊
臣
は
順
次

2
L，

す》育
児
教
室

-z
g
i
 

」

i
i

i

i

T

 

I
t
i
-

-
2
Haで開a
t

寸

Z
Z
量
二
14一

a
i
j
J
 

!

i

i

 

A

弓引
JFa
幼児

g

i

z

-

-のま誌のztら

べる長
〈T
られがちです

が忍、歯車Z?自

3
ん
Z
7
1
などの原

T
E
E
f
---

ほ
a
i
t
f
LE

t
-
f
z
f
 

占
る
と
E
TZ

i

i

i

 

i
i
 

i
j
t
 

つ
Z
A
Z
R
1・

i
i
i
n
 

社
会
を
明
る
く
す
る
湿
動

(7
月
l
H
I
M
H)

i

z

 

。
--豪amam-‘m

V
2

2
1
ス

A
2
M
i
t
t
 

も
剣
舞
L

82
園町置の
霊
L

85図
『2
2
T
W

z
 

v

置
:
i

t
E
Kしつ

uE

・
1沼田可幼児品の宿舎

』
官
t
s
r生

酋
LZU阿
冒
l
ス

t
三十

へ

E
E
目E
一-L-

1
L込
Ea
t
-所

前
自
主
A
E
E@

六一七一醤UA
・

。
冒
!
?

"v
尻
児
胃
j
j
j

ヌ

i

i

t
z
 

i

i

i

 

t
Z』
-目
「2
2

V

幼児2
1
-
A

AM日寸自ZTLつ

凶
円
LAωM寸置の湿ぴと金

福
」苦は関::三十

;
f
i
t
t
 

i
:
B
E
 

-
-
-省内量E二

E
E
-
-きへe

二
日
A
I
t
-塁
王

回生まれで昔日;ぜ

ん・書へは草量と
x

，

I
tし
i
t

-
B
i
t--

E
E
E
T
-

-
m目

5
2
2

E
A
r
z
t二

時よ=・き

A
鶴岡聖書
E
H

大-tE《富二守

さき

i聖
Z
E
E
-f
i
 

;
i二時五

時三
十分ν


	理想の清掃工場完備へ
	待望の破砕機遂に完成　大型ゴミ処理に威力加える
	就任ごあいさつ　奈良市議会議長　加藤利和
	25万人口控え機構改革　六月定例市議会おわる
	紙齢ここに300号　「市民だより」24年の歩みとその使命
	市長さんこんにちは　若者と大いに語る座談会
	今、また花開くルネッサンス　世界の三古都と姉妹友好深める
	全市的なサークルの場　年に一度は集まるように
	藤ノ木配水池完成式　西部地区の水道万全へ
	鍵田市長考案　「玉ねぎづけ」の普及へ
	すばらしい環境の中「土に生きる家」完成
	投票率目立って向上　参議院議員選挙

